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 レーザー駆動キャパシタ・コイル・ターゲットと高強度レーザーを用いた強磁場生

成法が,高エネルギー密度物理実験で広く利用されている[1]. レーザー駆動キャパ

シタコイルは，二枚の極板とそれらを繋ぐコイルで構成されており, 高強度レーザー

で片側の極板を照射し，極板間に電位差を生じさせることで，コイル中心に磁場を作

る.過去の実験によると，レーザー駆動キャパシタ・コイルで生成された磁場強度の

ピークは600 T 程度であった[2]. 応用が広がる一方で，磁場発生に関する基礎的な

実験が不十分であり,未だその物理的なメカニズムは十分に解明されていない. 

 極板間の電位差は極板間を移動した高速電子の数に依存すると考えられている[3].

本研究ではキャパシタコイルの極板間を移動した高速電子の絶対数を,X線分光を用

いて推定した．極板から放射させるKa線の絶対発光強度を測定し，高速電子による

内殻電離断面積と蛍光収率を用いて，高速電子の数を求めるという手法である．一方

の極板を銅，もう一方の極板をニッケルとすることで，二つの異なるKa線から各極

板における高速電子の数を推定した．実験ではレーザー科学研究所の激光XII号を用

い，パルス幅は1 nsで，ピーク強度は1015 W/cm2であった．本講演では主に,用いたX

線分光器, 及び高速電子の推定方法について詳しく紹介する. 
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